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～2020 WHO-FIC

• ICF-CYとの統合作業が終了

• ICD-11に生活機能の評価を盛り込んだV章が新設された

ICD、ICHIとともに共通のプラットフォームを用いる新しい時代が幕を開ける
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０

•提案

•プラットフォームの一般ユーザー

１

•最初のレビューグループ層

•Initial Review Groupのメンバーによるレビュー

２

•生活機能分類グループ層

•FDRGメンバーによるレビュー

３

•公開討論層

•プラットフォームの全てのユーザーによるレビュー

４

•非公開討論層

•CSAC（投票メンバー）からのコメント

５

•議論

•WHO-FIC年次会議

※第1回 社会保障審議会統
計分科会資料をもとにアッ
プデート

分類・統計諮問委員会

CSAC: Classification and 
Statistics Advisory 
Committee

生活機能分類グループ

FDRG：Functioning and 
Disability Reference 
Group
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具体的なデータ収集

FDRGによるサーベイ

（2017）

⇒72％のユーザーはICF評価

点を使用した経験がない

• 生活機能に関するデータ収集の標準として、

ICFを利用する法的要求を促進するベストプラ

クティスを明らかにする。

• ICFアップデートと現代化のプロセスに関する

情報提供

• ICFとWHO DAS、MDSのツールの開発、トレー

ニングに関する情報提供
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• ICD-11は、いろいろな分類から抽出された用語のFoundationに基づき、目的によっ
てtabulationsが抽出される。

• ICFはICHIとともにこの共通のFoundationに包括されるようになる。

WHO-FIC Family Development Committee 2018

WHO-FICの現代化
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WHOFIC Foundation
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WHOFIC Foundation
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WHOFIC Foundation
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※「第８回厚生労働省ＩＣＦシンポジウム報告書」より
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※「第８回厚生労働省ＩＣＦシンポジウム報告書」より
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ICD-11 の生活機能セクションのフィールドテスト・プロトコルの実装を開始されるに
あたり、WHO は、貴国の取り組みが、ICD-11 生活機能セクションの価値と特徴の最
大限の活用につながり、実効性あるユーザーガイダンスを生みだし、日本の臨床現場
に導入する際の実践例を提供するものとなることを、切に望んでいる。

今年初めに ICF および ICHI を ICD-11 と共通の電子ツール環境に移行させる作業が完
了した。（WHO 中心分類（ICD-11、ICF、ICHI）を共通のファウンデーションに取り
込んだ）
今後、我々はICD-11 と同様の最新ツールを提供する。ICF 提案・翻訳プラットフォー
ム。ICF ターミノロジーおよび電子索引、ICF コーディングツール、日本語を含む複数
言語の ICF APIなど。

※「第9回厚生労働省ＩＣＦシンポジウム報告書」より
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今後の対応方針

• V章の活用

WHO-DAS、generic functioning domainの利用

ICD-11との共用

リハビリテーション医療分野での展開をきっかけにusecaseを発信

• 現代化

ターミノロジー、電子索引の開発協力

コーディングツール

foundationの翻訳（※作成途中）

WHO-FICの動向を探りつつ対応


